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特集 そのおうち、どうする？

ま
ち
お
こ
し
と
空
き
家

　12
年
前
に
東
京
か
ら
鹿
児
島
へ

移
住
。
観
光
地
づ
く
り
を
経
て
、

古
び
た
商
店
街
の
再
生
を
始
め
ま

し
た
。
昭
和
40
年
く
ら
い
ま
で
は

お
店
が
１
０
０
軒
く
ら
い
あ
っ
た

の
が
、
平
成
28
年
に
は
８
軒
に
。

空
き
家
と
な
っ
た
多
く
の
物
件
の

１
つ
に
目
を
付
け
、
み
ん
な
で
リ

ノ
ベ
し
、
地
域
住
民
が
集
ま
る
交

流
拠
点
を
作
り
ま
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
地
域

が
少
し
ず
つ
動
き
出
す
と
、
興
味

を
持
っ
た
移
住
者
が
来
街
。で
も
、

田
舎
だ
か
ら
不
動
産
業
者
が
機
能

し
て
お
ら
ず
、
住
む
家
が
な
い
。

そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
あ
る
空
き
家

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　大
家
さ
ん
は「
親
戚
が
帰
っ
て

来
る
か
も
」「
他
人
に
貸
す
の
は
不

安
」と
話
し
、
借
り
ら
れ
そ
う
な

物
件
で
も
、
物
が
い
っ
ぱ
い
、
脱

衣
所
が
な
い
、な
ど
住
み
に
く
い
。

だ
か
ら
全
部
自
分
た
ち
の
手
で
改

修
す
る
こ
と
に
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
工
の
役
割

　不
動
産
業
や
建
築
業
は
プ
ロ
。

も
う
か
ら
な
い
こ
と
は
し
な
い

コミュニティ大工

加藤  潤
じゅん

 さん（54）

埼玉県出身。鹿児島県南九州市頴
え い

娃
町
ちょう

在住。弟と「タツノオトシゴハウス」
を運営しながら、空き家再生やまちづ
くり、地域おこし協力隊の支援を行う。
全国各地でまちおこしの講演も行って
いる。

1 雨漏りの原因になる屋根の状
態と雨どいのゆがみ ２ 床下地面
の湿気はシロアリ繁殖の危険あり 
3 電力状況の確認方法を説明 4 
参加者みんなで床のくぎ打ち

　私は同世代の仲間2人と（一社）
k
カイト

ite を立ち上げ、風の館塩屋を中心
に小川町商店街を楽しい場所にした
いと取り組んでいます。そんな、日
頃から活動する商店街で住居を探し
ていて、この空き家に出会いました。
　今は、和室を洋室にしたり、壁に
漆喰を塗ったりとリノベを行ってい
ます。元雑貨屋のこの物件は、お店

部分が広々としているので、住みな
がらどんな風に活用していくか考え
ていく予定です。地域の友達と遊べ
る、楽しく
居心地がい
い空間にし
ていきたい
と思ってい
ます。 改修中、地域の人が応援に

大池  早
さ よ

代 さん（32）
ー 小川町 ー

賃借人・リノベ施主

小
川
町
商
店
街
に
あ
る
大
池
早
代
さ
ん
宅
で
、
空
き

家
を
リ
ノ
ベ
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
。
講
師

の
加
藤
潤
さ
ん
に
リ
ノ
ベ
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

1

2

3

4

空き家を自分で改修する
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し
、
地
域
に
は
入
れ
ま
せ
ん
よ

ね
。
だ
か
ら
改
修
作
業
は
も
ち
ろ

ん
、
大
家
さ
ん
と
の
交
渉
や
契
約

書
の
作
成
な
ど
も
行
う
。
こ
れ
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
工
の
仕
事
で
す
。

　私
は
元
々
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
趣
味
の
素

人
。
で
も
経
験
を
積
む
と
家
の
見

よ
う
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　ま
た
、
私
は
施
主
た
ち
と
和
や

か
に
作
業
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
や
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
で
協
力
し
て
行

う
と
、
完
成
す
る
ま
で
に
店
の

フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
も
。
一
緒

に
楽
し
く
が
大
事
で
す
ね
。

方
も
分
か
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば

床
が
抜
け
そ
う
で
も
、
角
材
を
何

本
か
張
り
替
え
る
だ
け
で
数
百
円

で
修
繕
で
き
る
こ
と
も
。
そ
う

い
っ
た
情
報
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
学
べ
ま
す
。
今
回
の
参
加
者

が
他
の
場
所
で
も
自
分
で
で
き
る

　叔母が雑貨屋をしていて、5年前
くらいに譲り受けた建物。息子が今
の家に来たら、自分でここを改修し
ながら住もうかなと思っていまし
た。ただ、その息子は別に家を構え、
私も60歳を迎えて費用面でも不安が
…。仕事を辞める65歳くらいから改
修を始めるにしても、体力や気持ち
の面でできるのかなと思っていたと

ころ、大池さんに出会いました。
　シャッターが目立つ商店街に貢献
し頑張っていると聞き、これも何か
の縁と貸すことに。私も幼い頃に遊
んだこの家や商店街には思い入れが
あります。発想が豊かな若い人たち
に、まちの活気を生む場として大事
に使ってほしいです。まちがどう
なっていくかも楽しみですね。

宮本 久
ひさ し

志 さん（60）
- 松橋町 -

所有者

voice


